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週報御殿場
ロータリークラブ

国際ロータリー2620地区

http://www.gotemba-rc.gr.jp/

ROTARY SERVING
HUMANITY
人類に奉仕するロータリー

1/26のメーキャップ

●例　会　場／ブケ東海三島
●開 会 点 鐘／14：00
●ロータリーソング／奉仕の理想
●内　　　容／Intercity Meeting
　　　　　　　主管　三島西ＲＣ

●会員誕生日／２月18日　高村繁男君
　　　　　　　２月22日　村井陽一君
　　　　　　　２月23日　山口幸男君
●夫人誕生日／２月20日　望月　茂君　ご夫人　奈保美様　
　　　　　　　２月23日　勝又重春君ご夫人　佳代子様
●皆　出　席／２月15日　長田富夫君（７年）

第2457回　例会プログラム 会　員　慶　事

１月20日
１月21日
１月21日
１月22日
１月26日
１月29日
２月７日
２月７日
２月７日

せせらぎ三島ＲＣ
地 区 青 少 年
地 区 青 少 年
地 区 青 少 年
Ｅ ク ラ ブ
米 山 委 員 会
箱 根 Ｒ Ｃ
Ｅ ク ラ ブ
沼 津 Ｒ Ｃ

山内強嗣君
堀口廣司君
芹澤隆博君
池谷正徳君
若林洋平君
神谷高義君
秋田　敬君　
秋田悦夫君
渋谷　一君

★東山荘講堂　★12 ： 30点鐘
★地区青少年交換小委員会
　活動について
　池谷正徳君

　本日は動物の癖についてのお話をします。
　動物も人と同じように、色々な癖を持っています。学生時代に所属していた馬術部の
馬の中でも、人を噛む癖や蹴る癖など、比較的多くありましたので、噛み癖の馬には前
髪に赤いリボンを、蹴る癖の馬には尻尾の根元に赤いリボンをつけ、被害に遭わない様に識別していました。
　また、変わったところでは、フレーメンという癖がありました。これは上唇を上に裏返す癖で、変なにおい
がして人を馬鹿にしたような仕草ですが、あたかも馬が笑っている様に見えます。
　500kgもある大きな牝馬がおりましたが、この馬の癖は、馬の手入れで藁でを使い足などをこすっている
時に、人の足の上に自分の足を乗せ体重を掛けて来ます。足が折れるまでにはなりませ
んが、重いので痛くて迷惑をしていました。
　ラクダなど人に唾を掛けたりする、馬鹿にしたような癖もあります。無くて七癖（正
式には、無くて七癖有って四十八癖）と言います。皆様もご自身で気が付かない癖をお
持ちだと思います。私の場合には他人に迷惑を掛けるような悪い癖は決して持ち合わせ
ておりませんので、安心ですが・・・。

石 川 又 英会 長 挨 拶

会長挨拶用
ＱＲコード

2/9の出席報告

欠席者（５名）

※やむを得ず欠席される方は、午前9時50分までにご連絡下さい。

61名 58名 53名 91.38％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

秋田　敬君・藤田昇司君・神谷高義君 
芹澤正明君・若林洋平君 



石川　又英
豊山　　篤
勝又　英和
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国際ロータリー2620地区

　国際交流協会の母体は姉妹都市協会になります。昭
和60年姉妹都市チェンバスバーグ市へ56名が親善訪問
し、同年の12月24日に御殿場市民会館に於いて御殿場
市姉妹都市協会を設立し、初代会長に根上眞一氏が就
任されました。その後、平成３年６月姉妹都市協会か
ら御殿場市国際交流協会に変わりました。

＜御殿場市国際交流協会の目的＞
市民の国際交流を促進し国際感覚を高める 
・語学講座（英語・中国語・韓国語）
・ボランティアガイド育成事業 
・国際理解講座　韓国編 
・海外料理　韓国編 
・英語スピーチコンテスト 
・機関紙「ゆうあい」発行 
在住外国人との多文化共生を積極的に行う
・外国籍児童・生徒のための補習教室　富士山教室 
・本格ブラジル流バーべキュー
　「シュハスコ・ブルダデイロ」 
・日本語で話す会 
・国際交流フェア2017の開催
幅広く海外都市との交流を図る 
・姉妹都市チェンバスバーグ市相互交流 
・姉妹都市ビーバートン市学生受け入れ事業 
・韓国論山市（のんさん市）との交流事業 
・御殿場市中学生オーストラリア教育交流事業 
国際平和に貢献する 
・市民を主体とした幅広い分野における国際交流・多
文化共生を推進し相互理解と友好親善を深め御殿場
市の国際化と世界平和に貢献する。 

・平成８年　学校建設の為の募金運動（募金運動770
万円余の募金が集まる）　 
・平成９年　カンボジアのシアヌークビルに富士山学
校を２棟（10クラス建設）
・ネパール地震募金運動　平成27年 

　姉妹都市（アメリカ英語：Sister Cities）は、国同
士の外交関係とは別のものになり、文化交流や親善を
目的とした地方同士の関係を指し、友好都市・親善都
市とも呼ばれています。2016年８月31日現在の国際
姉妹（友好）都市提携数は1,696件で、都道府県158件、
市区町村1,538件となります。国別ではアメリカ合衆
国447件、中国362件、韓国161件、オーストラリア
108件などとなっております。かつては、北朝鮮と姉
妹都市を提携していた市もありました。
　我が国で最初の姉妹都市は、長崎市とミネソタ州セ
ントポール市（アメリカ合衆国）です。かつて、セン
トポール市の鉄道王の孫ルイスＷ.ヒルJr.が戦前に長崎
を訪れた際、その美しい自然や親切な人々に魅了され
たと言う事から、昭和30年（1955年）国連事務局が
仲介し、原爆被災から復興し、平和都市への道を歩ん
でいた長崎市とセントポール市の姉妹都市の提携が誕
生しました。 
　御殿場市ではその他にも昭和62年 (1987年)10月22
日にビーバートン市と、2016年７月28日には韓国論
山（のんさん）市と国際姉妹（友好）都市提携を締結
しております。国際交流の活動は国際平和のための活
動で、姉妹都市は平和と紛争予防のために生まれまし
た。国と国との対立は外交により解決されるべきもの
でありますが、外交の基礎に国民同士の相互理解、相
互信頼があれば、外交はより円滑になり、地球上で紛
争や混乱が絶えない不安定な現在こそ、外交ルートと
は別に、都市と都市、市民と市民のチャンネルを持つ
ことが必要であると思います。細い糸でも、たくさん
集まると、より太いロープになる。人の心の中に信頼
に基づく「平和の砦」を築くための重要な草の根運動
が姉妹都市交流の大きな目的だと考えております。

御殿場市の国際交流の現状について

会　長　土 屋 俊 充 様

御殿場国際交流協会

司　会
長谷川雅也君

ソングリーダー
池谷正徳君

皆出席
根上眞一君

出席報告
芹澤隆博君

会員誕生日
勝又英和君

最近話題が減った娘ですが久し
ぶりに書道で市議会議長賞をい
ただきました。もう娘の前では
字が書けません。
豊山　篤君

2/9のスマイル


